
主要鉢花の弱光及び低温順化と発蕾以降の栽培温度が

日持ちに及ぼす影響

須田 晃＊・西尾讓一＊

摘要：シクラメン、ポインセチア及びエラチオールベゴニアについて、弱光及び低温順化

処理と栽培時の温度管理が室内での日持ちに及ぼす影響を検討した。

シクラメン及びエラチオールベゴニアは、短期間の遮光でも室内での観賞期間中の開花

数は減少し、日持ちは低下する傾向となった。

発蕾以降の栽培温度と室内の日持ち性については、シクラメンは10／5℃（昼／夜温）

の低温管理で開花数が多くなったが、ポインセチアは25／20℃で最も日持ちが向上した。

エラチオールベゴニアについては判然としなかったが、開花のピークは10／5℃で最も遅

くなった。また、いずれの種類も日持ち性が良い温度管理で植物体内の糖含量が増加する

傾向となった。

短期間の低温順化は、シクラメンの耐低温性の向上に効果が高く、ポインセチアでも若

干効果がみられた。これに対し、エラチオールベゴニアは耐低温性が非常に高く、低温順

化の有無にかかわらず、０℃下で30日以上品質に変化はみられなかった。

キーワード：シクラメン、ポインセチア、エラチオールベゴニア、日持ち性、遮光、低温

管理

Effects of Shading and Low Temperature at Cultivation
on Keeping Quality Term in Major Pot Plants

SUDA Akira and NISHIO Joich

Abstract：The influences of shading and low temperature at cultivation to the keeping
quality term of Cyclamen, Poinsettia and Begonia eratior were investigated .

Short term shading decreased the number of flowers and deteriorated the quality in
Cyclamen and Begonia eratior indoor .

With regard to the latter temperature in cultivation, low temperature ( day10, night 5
℃) increased the number of flowers of Cyclamen indoor, but quality of Poinsettia was
better in high temperature (day 25, night 20℃ ). Quality of Begonia eratior did not
become clear, but peak of flower number was late in low temperature. And those of
them contained more sugar in suitable cultivation temperature for indoor quality.

Low temperature acclimatization was much effective for Cyclamen and a little for
Poinsettia under low temperature quality(0℃). Cold tolerance of Begonia eratior was
very high ,it kept quality more than 30 days under 0℃ .

Key Words：Cyclamen, Poinsettia, Begonia eratior, Keeping quality, Shadeing, Low
temperature cultivation

＊花き研究所 (2002.7.1 受理)

愛知農総試研報34：169-176(2002)
Res.Bull.Aichi Agric.Res.Ctr.34：169-176(2002)



170

緒 言

近年、花きに関して消費者及び流通関係者の日持ちに

対する関心は非常に高い。切り花については、バケット

輸送の例のように、日持ち性の向上が国の重要な施策と

して位置づけられ、業界全体を巻き込んだ対応がとられ

つつある。また、技術的には品質保持剤の使用方法や糖

の役割及び施用方法等、日持ち性の改善に関する研究が

各地で盛んに行われ 、多くの成果が実用化された。1,2,5,12,18)

さらに、いち早く鮮度保持技術が実用化されたカーネー

ションでは、品質を一定の期間保証するという、生産者

自らが行動を起こしている事例もみられる。

これに対し鉢花の日持ちは、生産サイドに加え流通や

消費サイドの要因が複雑に絡み合っているため、その重

要性は認識されているものの ほとんど研究が進んでお10)

らず、一部の種類について落花防止のための植物生長調

節剤の利用が実用化されているにすぎない 。これまで3,8)

鉢花生産者は、新しい種類の導入と生産性の向上により

順調に生産額を伸ばしてきたが、最近では生産量の増大

や海外からの輸入に伴う単価の低迷により、経営状況は

非常に厳しいものとなっている。したがって、消費の拡

大が急務の課題となっているが、そのためには出荷時の

品質向上は言うに及ばず、消費者が安心して購入できる

よう観賞時の日持ち性を向上させることが重要である。

そこで、主要鉢花であるシクラメン、エラチオールベ

ゴニア及びポインセチアについて、弱光及び低温環境に

対する順化処理と出蕾後の低温管理が日持ち性に及ぼす

影響を検討したところ、若干の知見を得たので報告する。

材料及び方法

試験１には、シクラメン及びエラチオールベゴニア、

試験２、３にはシクラメン、エラチオールベゴニア及び

ポインセチアを供試した。いずれの種類も鉢上げ（定

植）後は、培養液を循環利用するエブ・アンド・フロー

方式で管理した。培養液は、水耕栽培用液肥（大塚ハウ

ス１号：10-8-27、同２号：11-0-0を窒素濃度３:２で混

合し希釈したもの）を希釈し作成した。給液は、植物を

含む容器容水量時の重量から70～50％減少した時点を目

安に行った。また、鉢用土は調整ピートモスとパーライ

トの配合用土（７:３ V/V ）を用いた。

シクラメンの培養液は、３号鉢上げ後60 mg N L 、５-1

号定植後９月中旬までは40 mg N L 、９月中旬以降は80-1

mg N L とした。エラチオールベゴニアでは、４号鉢-1

定植後80 mg N L 、ポインセチアでは、５号鉢定植後-1

150 mg N L の培養液濃度とした。-1

ポインセチアは、定植後草姿を整えるため、100 mg

L のパクロブトラゾールを２回葉面散布した。-1

試験１ 出荷前の遮光処理と室内での日持ち性

試験には、シクラメンＦ１（「シューベルト」×「ビ

ーバーディープローズ」）、エラチオールベゴニア「カ

ミーラ」を用いた。

シクラメンは、1998年12月16日、128穴セルトレイに

は種し、翌1999年３月31日に３号鉢に鉢上げ、６月８日

に５号鉢に定植した。

観賞前の遮光処理は、黒寒冷紗（♯600）１枚で行い、

処理期間として４、３、２、１及び０週（無処理）の合

計５区を設定した。遮光の開始は、４週が３月２日、３

週が３月９日、２週が３月16日、１週が３月24日とし、

それぞれ３月20日まで行った。

日持ち性の調査は温度20℃、照度約1,000 lx（白色蛍

光灯、12時間照明）、湿度は成り行きの条件下で2000年

３月20日に開始した。供試鉢数は１区４鉢とした。

エラチオールベゴニアは1999年10月20日、72穴セルト

レイに葉挿し、2000年２月１日に４号鉢に定植した。

試験区及び観賞条件はシクラメンと同様とし、2000年

５月22日から各区同時に日持ち性調査を開始した。１区

５鉢供試した。

試験２ 出蕾後の低温管理と室内での日持ち性

試験には、パステル系シクラメン「ピュアホワイト」、

エラチオールベゴニア「カミーラ」、ポインセチア「フ

リーダムレッド」を用いた。

シクラメンは1999年12月16日、128穴セルトレイに播

種し、2000年３月17日に３号鉢に鉢上げ、６月14日に５

号鉢に定植した。

エラチオールベゴニアは2000年７月４日、72穴セルト

レイに葉挿しし、９月５日４号鉢に定植した。

ポインセチアは2000年７月７日、2.5号ポリポットに

挿し芽し、８月11日に摘心と同時に５号鉢に定植した。

株養成時の栽培温度は、最低夜温15℃（シクラメンは

13℃）とし昼間は25℃で換気した。

試験区は出蕾後の栽培温度を25／20℃（昼／夜温）、

18／13℃及び10／５℃とする３区とし、11月２日から12

月１日（エラチオールベゴニアについては12月４日）ま

で処理した。いずれの種類も温度処理直前に、鉢底に給

水ひもを通し、樋－ひも給水で管理した。温度処理期間

中は施肥を行わなかった。

調査は温度処理終了時（シクラメン、ポインセチアは

12月１日、エラチオールベゴニアは12月４日）の糖含量

とそれ以降の室内での日持ち性について行った。糖含量

は、最も新しい完全展開葉をサンプリングし、エタノー

ルで抽出した後、高速液体クロマトグラフにより測定し

た。

日持ち性試験の環境条件は、試験１と同様とし、１区

３鉢（エラチオールベゴニアは４鉢）供試した。

試験３ 出荷前の低温順化と低温条件下での日持ち性

試験には、パステル系シクラメン「シューベルト」、

エラチオールベゴニア「カミーラ」及びポインセチア

「フリーダムレッド」を用いた。

３種類とも、試験２と同様に養成した株を供試した。

低温順化は最低夜温５℃（昼間は10℃で換気）で行い、

処理期間を０日（無処理）、10日及び17日間（シクラメ

ンについては７日間と14日間）とする３区を設けた。処

理時期は、シクラメンでは12月13日から12月19日まで

（７日間）及び12月６日から12月19日まで（14日間）、

エラチオールベゴニア及びポインセチアでは、11月27日

須田・西尾：主要鉢花の弱光及び低温順化と発蕾以降の栽培温度が日持ちに及ぼす影響
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から12月６日まで（10日間）及び11月20日から12月６日

まで（17日間）とした。

低温処理後は、３種類とも０℃に設定した冷蔵庫内

（白色蛍光灯で照度1,000 lx 、12時間照明）で日持ち

性を調査した。供試鉢数は１区５鉢とした。

試験結果

試験１ 出荷前の遮光処理と室内での日持ち性

シクラメンの遮光期間と観賞時の開花数の関係を図１

に示した。日持ち性調査開始３週後までは４週処理が最

も多く推移したが、その後急激に減少した。１週処理は、

調査開始１週後から減少し始め、４区中最も低く推移し

た。２週処理と無処理はほぼ同様に推移した。いずれの

区も調査開始５週後からは新たな開花はみられなくなっ

た。

黄化葉発生及び黄化葉発生数の累計を図２及び図３に

示した。黄化葉の発生は、４週後に１週処理が多くなり、

６週以後は３週処理が少なくなったが、処理期間による

一定の傾向はみられなかった。なお、４週処理は、葉柄

が長く、葉がわずかに薄くなり、品質が若干劣る傾向が

観察された。

エラチオールベゴニアの遮光期間と観賞時の開花数の

関係を図４に示した。開花数は、２週後まで調査開始時

より若干多くなるかほぼ同程度で推移したが、３週後か

らすべての区で急激に減少し始め、最終的には同程度の

開花数となった。

遮光期間と黄化葉発生の関係を図５に示した。２週後

から４週後にかけて３週処理で他区より多く推移した。

他は区間に顕著な差はみられなかった。

その他の形質では、日持ち性調査開始時から花の小型

化と花色の発現不良が徐々に観察された。

試験２ 出蕾後の栽培温度と室内での日持ち性

シクラメンの出蕾後の栽培温度と観賞時の開花数の関

係を図６に示した。調査開始２週後までは開花数の差は

ほとんどみられなかったが、その後は温度が高いほど早

く減少した。なお、７週以降は25／20℃及び18／13℃が

ほぼ同数となり、10／５℃は両区に比べ10輪程度多く推

移した。

図１ シクラメンの遮光期間と観賞期間中の開花数
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図２ シクラメンの遮光期間と観賞期間中の黄化葉発生

図３ シクラメンの遮光期間と観賞期間中の黄化葉累計

図４ エラチオールベゴニアの遮光期間と観賞期間中の

開花数

図５ エラチオールベゴニアの遮光期間と観賞期間中の

葉化葉累計

0
5

10

15

20
25

30

35

40

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

観賞期間（週）

無処理

１ｗ遮光

２ｗ遮光

３ｗ遮光

４ｗ遮光

黄
化
葉
（
枚
／
鉢
）

0
5

10

15

20
25

30

35

40

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

観賞期間（週）

無処理

１ｗ遮光

２ｗ遮光

３ｗ遮光

４ｗ遮光

黄
化
葉
（
枚
／
鉢
）

0

20

40

60

80

100

120

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

観賞期間（週）

無処理

１ｗ遮光

２ｗ遮光

３ｗ遮光

４ｗ遮光

累
計
黄
化
葉
（
枚
／
鉢
）

0

20

40

60

80

100

120

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

観賞期間（週）

無処理

１ｗ遮光

２ｗ遮光

３ｗ遮光

４ｗ遮光

累
計
黄
化
葉
（
枚
／
鉢
）

0

10

20

30

40

50

60

70

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

観賞期間（週）

無処理

１ｗ遮光

２ｗ遮光

３ｗ遮光

４ｗ遮光

開
花
数(

輪
／
鉢
）

0

10

20

30

40

50

60

70

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

観賞期間（週）

無処理

１ｗ遮光

２ｗ遮光

３ｗ遮光

４ｗ遮光

開
花
数(

輪
／
鉢
）

0

2

4

6

8

10

12

14

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

観賞期間（週）

無処理

１ｗ遮光

２ｗ遮光

３ｗ遮光

４ｗ遮光

累
計
黄
化
葉
（
枚
／
鉢
） 0

2

4

6

8

10

12

14

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

観賞期間（週）

無処理

１ｗ遮光

２ｗ遮光

３ｗ遮光

４ｗ遮光

累
計
黄
化
葉
（
枚
／
鉢
）



172

栽培温度と観賞時の黄化葉発生の累計を図７に示した。

18／13℃が最も多く、次いで10／５℃となり、25／20℃

は最も少なく推移した。

シクラメンの栽培温度と糖含量の変化を表１に示した。

温度について比較すると、18／13℃及び10／５℃と25／

20℃では明らかな差がみられ、後者は前２者の20ないし

30％にとどまった。糖の種類ではフルクトースは10／５

℃で、スクロースは18／13℃で最大となったが、いずれ

の糖も10／５℃及び18／13℃間の差はわずかであった。

エラチオールベゴニアの栽培温度と観賞時の開花数の

関係を図８に示した。調査開始時の開花数は温度が高い

ほど多く、10／５℃に比べ25／20℃は３倍以上、18／13

℃では約２倍であった。この開花数の差は、18／13℃で

は２週後まで、25／20℃では６週後までみられた。いず

れの区も４週前後より開花数が減少し始め、７週後には

ほぼ同数となった。

同じく黄化葉発生の累計を図９に示した。黄化葉の発

生は、調査開始４週以降18／13℃において若干多く推移

したが、最終的には、10／５℃では3.1枚、18／13℃で

は４枚、25／20℃では2.6枚と、最大でも1.5枚程度の差

にとどまった。

エラチオールベゴニアの栽培温度と糖含量の関係を表

２に示した。フルクトースは25／20℃で少なく、18／13

℃及び10／５℃の差はみられなかった。グルコースは温

度が低いほど多く、スクロースは18／13℃で多く、次い

で10／５℃、25／20℃の順となった。

ポインセチアの栽培温度と黄化葉の発生の関係を図10

に示した。黄化葉の発生は温度が高いほど少なかったが、

25／20℃では調査開始時に苞の退色が一部みられた。

同じくポインセチアの糖含量を表３に示した。フルク

トースは、18／13℃が最も多く、グルコースは温度が高

いほど、スクロースは低いほど多くなった。３種類の糖

の合計値は、25／20℃及び18／13℃では差がなく、かつ

10／５℃に比べ２割程度多くなった。

試験３ 出荷前の低温順化と低温条件下での日持ち性

シクラメンの低温順化と０℃下における品質の関係を

表４及び図11に示した。無処理株では、調査開始10日後

には株全体が萎れ、観賞価値がほとんどなくなったのに

図６ シクラメンの栽培温度と 図８ エラチオールベゴニアの栽培温度と

観賞期間中の開花数 観賞期間中の開花数

図７ シクラメンの栽培温度と 図９ エラチオールベゴニアの栽培温度と

観賞期間中の黄化葉 観賞期間中の黄化葉

表１ シクラメンの栽培温度と糖含量

温 度
Fructose Glucose Sucrose 合 計

(昼/夜)

℃ mg g DW mg g DW mg g DW mg g DW
-1 -1 -1 -1

25/20 3.0 4.0 2.9 9.9

18/13 14.1 12.5 12.0 38.6

10/５ 16.3 12.3 9.5 38.1

表２ エラチオールベゴニアの栽培温度と糖含量

温 度
Fructose Glucose Sucrose 合 計

(昼/夜)

℃ mg g DW mg g DW mg g DW mg g DW
-1 -1 -1 -1

25/20 17.3 18.0 0.8 37.1

18/13 23.5 23.8 2.8 50.1

10/５ 24.0 31.6 1.6 57.2
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表３ ポインセチアの栽培温度と糖含量

温 度
Fructose Glucose Sucrose 合 計

(昼/夜)

℃ mg g DW mg g DW mg g DW mg g DW
-1 -1 -1 -1

25/20 32.4 14.1 3.6 50.1

18/13 37.3 8.0 8.4 53.7

10/ 5 24.5 3.7 12.2 40.4

図10 ポインセチアの栽培温度と

観賞期間中の黄化葉

表４ シクラメンの低温順化と品質（肉眼観察）

摘 要無処理 ７日間処理 14日間処理

５日後 △ ○ ○ 無処理は、花柄が柔らかくなり、花が倒れる。

10日後 × △ ○ ７日間処理も花が倒れる。無処理は葉の萎れ。

15日後 × △ ○ 花の倒れ、葉の萎れが若干戻る。

20日後 △ △ ○ 無処理、７日間処理は花の倒れが戻る。

30日後 △ △ ○ 同上

40日後 × △ ○ 無処理は、再度葉が萎れ、花が倒れる。

注）表中の○：試験開始時から変化なし、△：商品性は劣るものの観賞に堪える

×：観賞価値なし

図11 シクラメンの０℃７日後の状態

注 左から低温順化14日、７日、無処理

表５ エラチオールベゴニアの低温順化と品質（肉眼観察）

摘 要無処理 10日間処理 1７日間処理

７日後 ○ ○ ○ 低温処理区は、開始時から葉にｱﾝﾄｼｱﾆﾝの発現。

14日後 ○ ○ ○ 試験開始時から全く変化なし。

30日後 ○ ○ ○ 同上

40日後 × × × 葉が水浸状となり、花は褐変。

注 表中の記号は表４に同じ
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表６ ポインセチアの低温順化と品質（肉眼観察）

摘 要無処理 10日間処理 1７日間処理

２日後 △ △ ○ 無処理は、葉が萎れ始める。

５日後 × △ ○ 無処理の萎れ激しい。他区も若干の萎れ。

７日後 × △ △ 無処理の苞全体が黒褐変。処理区も苞の萎れ。

９日後 × × △ 無処理は枯死。処理区も苞の黒褐変。

12日後 × × △ 10日、17日処理とも萎れが激しい。

14日後 × × × すべての区で観賞価値なし。

注 表中の記号は表４に同じ

図12 ポインセチアの０℃７日後の状態

注 左から低温順化17日、10日、無処理

対し、14日間低温順化した株では、40日経過後も品質の

変化はほとんどみられなかった。７日間の処理では、無

処理と14日間処理とのほぼ中間の様相を呈した。

エラチオールベゴニアの調査結果を表５に示した。い

ずれの処理区においても調査開始後30日間は品質の変化

は全くみられなかったが、40日後には順化期間に関係な

く葉が水浸状になり、観賞価値がなくなった。

ポインセチアについては表６及び図12に示した。無処

理株では、入庫後の萎れが早くかつ著しく、調査開始５

日後には観賞価値がなくなった。また、10日及び17日間

処理では、無処理に比べ萎れがやや遅かったものの、７

日後には急激に萎れ14日後には枯死した。

考 察

植物の生育にとって室内は、栽培温室に比較し劣悪な

環境となる。特に光条件の格差が大きいため、遮光によ

る順化で日持ち性を向上させることが可能か検討した。

遮光による順化については、鈴木ら が、観葉植物コ14)

ルジリーネについて光量を変え62日間栽培した後、室内

での日持ちについて検討している。それによれば、栽培

時の光量が少ないほど品質劣化が抑制され、遮光による
15,16)順化処理の効果が大きいとしている。また、田代ら

はフィッカスベンジャミナについて、室内でも3.1μmol

m s 以上の光量があれば、次第に光補償点を低下させ-2 -1

弱光に順化するとし、このことは、新葉の組織が薄くな

り、陰葉化するとともに葉緑体中のクロロフィル含量の

増加によるものとしている。

一方、小森ら は、シンビジウムを50％及び90％の遮7)

光下で栽培した場合、50％遮光では順調に花芽の発生が

みられたのに対し、90％では全く発生せず、炭水化物含

有量が明らかに少なくなったとしている。

本試験で供試した２種類は、ともに蕾が順次開花する

ことにより日持ちが向上するが、今回の結果では、短期

間の遮光でもむしろ日持ちは低下する傾向となり、小森

らの結果と同様、光合成量の低下に伴うエネルギー不足

が示唆された。また、４週間遮光することにより、葉が

薄く、葉柄が長くなり、田代らの報告による陰葉化の傾

向はみられたが、観賞中の黄化葉の発生は回避できなか

った。これは、陰葉化により光補償点が低下し、弱光下

での光合成能が向上したとしても、室内の光環境下にお

いては、sourceである葉からsinkである花へ移行する糖

の量が、光合成により供給される量を上回るためと考え

られる 。したがって、観葉植物では、遮光による順化13)

は弱光下での日持ち性向上に効果が高いものの、鉢花で

は観賞期間中、開花エネルギーである糖 を多く必要と9)

することから、効果はないものと考えられる。

発蕾後の栽培温度と室内の日持ち性については、シク
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ラメンでは10／5℃で開花数が多く日持ちが向上する傾

向であったが、ポインセチアは逆に25／20℃で黄化葉が

最も少なく、日持ち性向上にはある程度の高温管理が必

要とみなされた。エラチオールベゴニアは、調査開始時

の開花数が異なっていたため、栽培温度の影響について

は判然としなかったが、開花数のピークは10／5℃が最

も遅く、また、日持ち性調査中の開花数の増加率も最も

大きくなり、低温条件が望ましいと推察された。

温度管理と糖含量については、シクラメン及びエラチ

オールベゴニアは18／13℃及び10／5℃で多く、ポイン

セチアは18／13℃及び25／20℃で多くなった。ポインセ

チアは他の２種類とは日持ち、糖含量とも全く逆の傾向

となった。これはシクラメンが地中海沿岸原産、エラチ

オールベゴニアが熱帯高地原産の球根ベゴニアとアラビ

ア海のソコトラ島原産の冬咲き球根ベゴニアの交配種で

あるのに対し、ポインセチアはメキシコ原産の熱帯花木

で、適温域が異なるためと考られる。17)

以上のように、いずれの種類も発蕾後の栽培温度につ

いては、糖含量が多くなる温度で比較的温度の高い20℃

の室内での日持ちが向上する傾向となったが、その程度

は小さく、栽培温度が日持ち性に関与する重要な因子と

は思われなかった。

一方、耐低温性向上には、低温順化の効果が非常に高

く、シクラメンでは最低夜温５℃（昼温10℃で換気）で

14日間順化することにより、０℃継続の条件下において

も40日以上品質が保たれた。実際の観賞場面では、０℃

が何日も継続することはく、低温順化を受けた株の日持

ちはさらに長くなるものと予想される。

これに対し、熱帯花木であるポインセチアではわずか

な効果にとどまったが、これは、ポインセチアは元来耐

低温性が弱く、０℃では生存できないためと考えられ、

生存可能な観賞温度であればシクラメンと同様の効果が

得られるものと考えられる。

エラチオールベゴニアは、夏期の栽培では高温により

生育が抑制され、低温短日条件では休眠し生長しなくな

るため、従来高温にも低温にも弱いと考えられていた 。6)

しかし、成品となった後の株は、低温順化の有無にかか

わらず０℃に十分耐え、耐低温性が非常に強いことが明

らかとなった。

低温順化と耐凍性について佐々木ら は、キャベツの11)

幼植物を５℃で７～10日程度低温順化することにより耐

凍性を獲得し、耐凍性を獲得するとともに糖の蓄積がみ

られるとしている。また、耐凍性を獲得した幼植物を20

℃の暗黒条件に移すと１～３時間で急激にスクロースが

減少し、耐凍性も消失するとしている 。4）

本試験で供試した材料は、いずれも開花株であるため、

キャベツの幼植物と同等に考えることはできないが、短

期間の低温順化により特にシクラメンの耐低温性が大き

く向上すること、出蕾後を10／5℃の低温で管理しても

20℃の室内での日持ち性は大きく向上しないことから、

佐々木らの指摘と同様、低温で糖は蓄積されるが、その

量はsinkとsourceのバランスを維持できるほど多くはな

く、さらに高温（20℃）の室内では呼吸量の増大により

速やかに減少する可能性が示唆された。

以上のことを総合すると、開花の継続が日持ち性の大

きな要素となる鉢花類では、弱光順化による日持ち性改

善はできないと考えられ、栄養管理や植物生長調節剤の

利用の面からさらに検討する必要があると思われる。一

方、低温処理については、20℃の低照度下の室内におけ

る日持ち性改善効果は大きくないものの、耐低温性向上

には有効な手段であることが明らかとなった。特にシク

ラメンのように、比較的低温に強い種類では効果が高く、

霜に当たらなければ、０℃の低温が継続しても十分観賞

性が維持されるものと考えられる。また、耐低温性の低

いポインセチアにおいても、最低夜温５℃で17日間順化

することにより、０℃下で２週間の観賞が可能であった。

これらは、いずれも糖の体内蓄積が助長された結果と考

えられ、他の種類についても低温順化により冬期のアー

ケード等の装飾への活用など用途の拡大が期待される。
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